
ア
ベ
政
権
は
危
な
い

福
祉
や
医
療
を
削
っ
て

捻
出
し
た
ミ
サ
イ
ル

防
衛
シ
ス
テ
ム

１
兆
７
０
０
０
億
円

無
力
化
？

自
民
党(

小
泉
内
閣)

は2
0

0
3

年
（
平
成

年
）

月
、
安
全

15

12

保
障
会
議
で
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
『
日
本

版
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
』
シ
ス

テ
ム
導
入
を
決
定
し
た
。
そ
し

て
、
Ｂ
Ｍ
Ｄ
が
集
団
的
自
衛
権

に
利
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

旨
の
説
明
も
発
表
し
た
。

そ
し
て2

0
0

4

年
（
平
成
16

年
）
度
か
ら
毎
年1

,0
00

億
円

か
ら2

,0
0

0

億
円
の
予
算
を
計

上
し
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
体
制
の

構
築
と
研
究
開
発
を
続
け
た
。

（2
0

1
6

年
度
で
累
計1

兆6
8

0
0

億
円
と
な
る
）

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
「
武

器
在
庫
一
掃
セ
ー
ル
」
と
揶
揄

さ
れ
た
Ｐ
Ａ
Ｃ-

３
ミ
サ
イ
ル
に

よ
る
防
護
範
囲
は
、
速
度
が
マ

ッ
ハ
６
強
（2

k
m
/

秒
）
程
度
と

な
る
短
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル

（
Ｓ
Ｒ
Ｂ
Ｍ
）
に
対
し
て
は
、

発
射
機
よ
り
左
右
に
各

k
m

、

35

前
に

k
m

、
後
に

k
m

の
扇
状

40

10

の
範
囲
を
迎
撃
で
き
る
が
、
ノ

ド
ン
な
ど
、
日
本
に
お
い
て
直

面
す
る
可
能
性
の
高
い
準
中
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｍ
Ｒ
Ｂ

ＨＰ http://i-peace-ishikawa.com/
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脱原発の

火を消すな！

Ｍ
）
攻
撃
（
速
度
マ
ッ
ハ

=10

3.7

k
m
/

秒
）
で
は
、
半
径

k
m

の
扇

20

状
の
範
囲
に
ま
で
縮
小
す
る
。

撃
ち
落
と
せ
な
い

ミ
サ
イ
ル

し
か
も
、
ノ
ド
ン
は
地
下
サ

イ
ロ
や
移
動
式
発
射
台
の
み
な

ら
ず
、
貨
物
船
に
偽
装
し
た
朝

鮮
籍
の
工
作
船
に
も
偽
装
船
舶

発
射
装
置
と
し
て
配
備
可
能
と

さ
れ
て
お
り
、2

0
1
6

年
度
に
は

潜
水
艦
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
の
発
射
実
験

も
成
功
さ
せ
た
。
こ
の
た
め
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
同
時
に
多
数

発
射
さ
れ
た
場
合
は
、
ミ
サ
イ

ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
で
の
弾
道
ミ

サ
イ
ル
防
衛
は
事
実
上
対
処
不

能
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
有
効

性
と
そ
の
導
入
に
対
し
て
、
識

者
か
ら
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ

た
。
た
だ
し
「
核
弾
頭
搭
載
の

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
１
発
で
も
弾

着
す
れ
ば
甚
大
な
被
害
が
あ
る

の
で
、
全
弾
迎
撃
が
出
来
な
い

シ
ス
テ
ム
を
敢
え
て
導
入
す
る

こ
と
は
疑
問
」
と
い
う
意
見
に

対
し
て
は
、
「
核
弾
頭
を
１
発
で

も
迎
撃
で
き
れ
ば
数
十
万
人
が

助
か
る
た
め
シ
ス
テ
ム
は
有

用
」
と
負
け
惜
し
み
を
言
う
識

者
も
い
ま
す
が
。

◇

◇

◇

防
衛
予
算(

概
算
）

５
兆
１
６
９
０
億
円

因
み
に
文
科
省
概
算
要
求

は

兆8
2
6
6

億
円

5

◇

◇

◇

と
こ
ろ
が
安
倍
政
権
は
、
２

０
１
７
年
度
予
算
で
５
兆
１
６

９
０
億
円
に
も
な
る
「
防
衛
予

算
」
を
要
求
し
て
お
り
、
そ
の

中
に
は
、
新
型
Ｐ
Ａ
Ｃ-

３
、
イ

ー
ジ
ス
艦
搭
載
「
新
」
Ｓ
Ｍ
３

な
ど
、
無
力
と
な
っ
た
ミ
サ
イ

ル
を
全
て
最
新
型
に
更
新
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
（
サ
ー
ド
）
：
終

末
高
高
度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
シ
ス

テ
ム
が
切
り
札
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
も
移
動

式
ミ
サ
イ
ル
に
は
打
つ
手
が
あ

り
ま
せ
ん
。
無
駄
な
の
で
す
。

「
安
全
保
障
の

ジ
レ
ン
マ
」

こ
の
よ
う
に
、「
新
型
ミ
サ
イ

ル
」
に
は
さ
ら
に
「
新
型
ミ
サ

イ
ル
」
で
、
と
際
限
な
い
軍
拡

競
争
が
行
な
わ
れ
、
い
つ
ま

で
た
っ
て
も
安
心
・
安
全
は

や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
を

「
安
全
保
障
の
ジ
レ
ン
マ
」
と

言
い
ま
す
。

９
月
９
日
朝
に
は
、
弾
頭
の

核
実
験
を
北
朝
鮮
は
強
行
し
成

功
し
た
と
い
い
ま
す
。
い
か
な

る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
悪
魔

の
炎
＝
原
水
爆
・
核
実
験
は
認

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

第
１
７
回
定
期
総
会

共
同
代
表
５
人

の
も
と
船
出
！

連
合
石
川
西
田
満
明
会
長

来
賓
の
方
々

※
敬
称
略

共
同
代
表

山
本

佳
代
子

石
川
県
教
職
員
組
合
（
新
）

共
同
代
表

南

弘
樹

北
陸
鉄
道
労
働
組
合
（
新
）

共
同
代
表

本
田

良
成

全
国
一
般
労
組

（
新
）

共
同
代
表

新
明

宏

石
川
県
高
校
教
組
（
新
）

共
同
代
表

森

憲
一

全
港
湾
労
組

（
新
）

事
務
局
長

中
村

照
夫

専
従
（
自
治
労

）
（
再
）

OB

運
営
委
員

柳
浦

光
男

全
農
林
労
組

（
再
）

運
営
委
員

西
田

寛

北
観
自
動
車
労
組

（
新
）

運
営
委
員

高
木

正
宏

総
連
県
協
議
会

（
再
）

JR

運
営
委
員

近
藤

伸
恵

青
年
・
女
性
部

（
再
）

運
営
委
員

谷

光
哉

金
沢
地
区
平
和
セ
（
再
）

運
営
委
員

坂
井

真
吉

七
鹿
地
区
平
和
セ
（
新
）

運
営
委
員

吉
田

幸
裕

小
松
能
美
平
和
セ

（
再
）

会
計
監
査

森

暢
一

石
川
県
高
校
教
組

（
再
）

会
計
監
査

町
端

伸
幸

北
陸
交
通
労
組

（
新
）

＜

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン＞

核
も
基
地
も
原
発
も
な

い
平
和
な

世
紀
を

21

つ
く
ろ
う
！

＜

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン＞

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
許
さ
ず
、

憲
法
改
悪
に
反
対
し
よ
う
！

国
防
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
抗
し
、

反
戦
闘
争
を
推
進
し
よ
う
！

現
代
の
治
安
維
持
法
、

「
テ
ロ
等
組
織
犯
罪
準
備
罪
」

に
反
対
し
よ
う
！

社
会
福
祉
切
り
捨
て
、
軍
備
拡

張
予
算
に
反
対
し
よ
う
！

小
松
基
地
の
強
化
を
許
さ
ず
、

静
か
な
空
を
取
り
戻
そ
う
！

活
断
層
上
の
志
賀
原
発
１
，
2

号
機
を
廃
炉
に
し
よ
う
！

辺
野
古
新
基
地
、
高
江
ヘ
リ
パ

ッ
ト
建
設
を
阻
止
し
よ
う
！

日
本
中
を
戦
場
に
見
立
て
る
オ

ス
プ
レ
イ
訓
練
に
反
対
し
よ

う
！

政
府
に
よ
る
マ
ス
コ
ミ
統
制
と

人
権
侵
害
に
反
対
し
よ
う
！

教
育
の
国
家
統
制
と
愛
国
心
の

強
制
に
反
対
し
よ
う
！

憲
法
九
条
を
破
壊
す
る
安
倍
内

閣
を
退
陣
に
追
い
込
も
う
！

日
米
安
保
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
強

化
に
反
対
し
よ
う
！

す
べ
て
の
核
開
発
に
反
対
し
、

原
発･

核
兵
器
を
全
廃
し
よ
う
！

＜

特
別
ス
ロ
ー
ガ
ン＞

子
ど
も
た
ち
を
再
び
、

戦
争
と
放
射
能
の

惨
禍
に
あ
わ
せ
る
な
！

総
会
ア
ピ
ー
ル

７
月
参
院
選
で
「
改
憲
勢

力
」
３
分
の
２
を
制
し
た
安
倍

政
権
は
、
「
戦
力
不
保
持
・
交
戦

権
否
認
」
を
明
記
し
た
現
行
憲

法
九
条
の
破
棄
に
む
け
て
、
ま

す
ま
す
動
き
を
活
性
化
し
て
い

ま
す
。
沖
縄
で
は
選
挙
で
示
さ

れ
た
民
意
を
完
全
に
無
視
し
、

東
村
・
高
江
地
区
に
お
い
て
は

米
軍
の
ヘ
リ
パ
ッ
ト
建
設
に
反

対
す
る
地
元
の
住
民
・
労
働
者

の
抗
議
行
動
を
本
土
か
ら
動
員

し
た
機
動
隊
を
使
っ
て
暴
力
と

弾
圧
の
限
り
を
尽
く
し
て
工
事

を
強
行
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
石
川
で
も
防
衛
省
は
、

石
川
県
沖
に
広
が
る
「
Ｇ
空

域
」
で
新
型
ミ
サ
イ
ル
（S

M

3

2
A

）
の
実
射
訓
練
を
発
表
し
、

米
韓
合
同
演
習
と
連
動
し
て
、

朝
鮮
半
島
を
に
ら
ん
で
の
日
米

合
同
訓
練
が
活
発
化
し
て
い
ま

す
。
安
倍
政
権
が
安
保
法
制
＝

戦
争
法
を
施
行
し
た
直
後
に
は
、

宮
崎
県
の
新
田
原
基
地
か
ら
小

松
基
地
へ
の
ア
グ
レ
ッ
サ
ー

（
仮
想
敵
機
）
部
隊
が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
全
土
で
、
こ

の
よ
う
に
い
つ
で
も
先
制
攻
撃

が
で
き
る
戦
争
の
準
備
が
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら6

年

を
迎
え
、
い
ま
だ
終
息
せ
ず
故

郷
に
帰
れ
ぬ
人
が
数
万
を
数
え

ま
す
。
事
故
原
因
も
究
明
さ
れ

ず
誰
も
責
任
を
取
ら
な
い
な
か
、

昨
年
８
月
の
川
内
原
発
、
８
月

に
は
伊
方
原
発
（M

O
X

燃
料
を
使

っ
た
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
）
が

再
稼
動
を
強
行
し
ま
し
た
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
は
つ
い
に

「
廃
炉
」
が
俎
上
に
の
ぼ
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
隠
れ
蓑
に
新



型
高
速
炉
、
核
燃
サ
イ
ク
ル
を

再
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

北
陸
電
力
は
、
原
子
炉
直
下

の
断
層
を
「
活
断
層
で
は
な

い
」
と
し
て
志
賀
原
発
の
再
稼

働
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。
私
た

ち
は
い
ま
以
上
に
脱
原
発
に
力

を
入
れ
、
全
て
の
原
発
の
再
稼

動
を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。安

倍
政
権
の
閣
僚
は
、
ほ
と

ん
ど
が
極
右
「
日
本
会
議
」
の

メ
ン
バ
ー
で
占
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
影
響
は
各
地
で
の
教

科
書
採
択
に
現
れ
て
い
ま
す
。

侵
略
戦
争
を
美
化
す
る
国
家
観

に
基
づ
く
愛
国
心
の
強
要
は
、

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
暗
闇
し

か
も
た
ら
し
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

自
衛
隊
が
白
昼
堂
々
と
市
内
で

武
器
を
携
え
て
行
進
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
生
活
の
中
に
軍
隊

が
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。

月
に
は
南
ス
ー
ダ
ン
に

11
「
駆
け
付
け
警
護
」
「
宿
営
地
防

衛
」
を
新
た
な
任
務
と
す
る
部

隊
が
青
森
か
ら
「
出
兵
」
を
予

定
し
ま
す
。
私
た
ち
は
“
い
つ

か
来
た
道
”
を
絶
対
に
許
す
わ

け
に
い
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
安
倍
政
権
は
、
９
月

日
か
ら
開
催
さ
れ
た
臨
時
国

26会
で
憲
法
審
査
会
を
再
開
さ
せ
、

「
改
憲
」
の
国
会
発
議
に
野
党

を
巻
き
込
む
こ
と
を
目
論
み
、

「
戦
争
を
す
る
国
」
づ
く
り
の

総
仕
上
げ
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

社
会
全
体
が
戦
争
に
向
け
て
、

政
治
経
済
・
教
育
が
大
き
く
変

貌
す
る
中
、
私
た
ち
は
危
機
感

を
持
っ
て
、
職
場
・
地
域
か
ら

声
を
あ
げ
、
闘
う
戦
線
の
拡
大

に
全
力
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
以
上
を
決
意
し
て
総

会
ア
ピ
ー
ル
と
し
ま
す
。

2
0
1
6

年
９
月

日
28

第

回
定
期
総
会

17
♡
♡
♡
♡
♡

志
賀
原
発
を
廃
炉
に
！

訴
訟
の
勝
利

い
ま
こ
そ
我
が
手
に

堂
下
健
一
原
告
団

事
務
局
長
に
聞
く

大
法
廷
を
埋
め
尽
く

し
、
原
発
廃
炉
の
意
気

込
み
を
示
そ
う

「
志
賀
原
発
を
廃
炉
に
！
訴

訟
は
、
２
０
１
２
年
６
月
に
第

１
次
提
訴
、
翌
年
に
福
島
か
ら

の
避
難
者
５
名
で
第
２
次
提
訴

を
し
、
現
在
１
２
５
名
の
原
告

で
裁
判
を
し
て
い
ま
す
。
今
で

は
原
発
立
地
県
の
み
な
ら
ず
、

被
害
が
及
ぶ
県
で
も
多
く
の
裁

判
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
関
西
の
皆
さ
ん
が
原

告
と
な
っ
て
訴
え
た
仮
処
分
で

勝
訴
し
、
稼
働
中
の
原
発
を
と

め
た
大
津
地
裁
判
決
は
記
憶
に

新
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
裁
判
の
原
告
の
弁
護
士
は
、

金
沢
地
裁
で
か
つ
て
志
賀
原
発

２
号
機
訴
訟
の
勝
訴
判
決
を
書

い
た
井
戸
謙
一
弁
護
士
で
す
。

裁
判
官
を
退
職
し
た
後
は
、
彦

根
で
弁
護
士
事
務
所
を
開
設
し
、

今
で
は
８
割
が
た
原
発
関
係
の

裁
判
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
事
務
員
と
彦
根
駅

で
チ
ラ
シ
配
り
も
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

さ
て
、
「
志
賀
原
発
を
廃
炉

に
」
訴
訟
の
進
行
状
況
で
す
が
、

既
に

回
の
口
頭
弁
論
を
終
え

19

て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
毎
回
原
告
よ

り
意
見
陳
述
を
し
て
き
て
お
り
、

廃
炉
へ
の
思
い
を
裁
判
官
に
訴

え
て
い
ま
す
。
口
頭
弁
論
は
最

も
広
い
法
廷
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
空
席
が

目
立
つ
状
況
で
す
。
結
審
、
判

決
ま
で
の
回
数
は
限
ら
れ
て
き

て
い
ま
す
の
で
、
残
り
の
裁
判

日
程
に
特
に
原
告
・
サ
ポ
ー
タ

ー
に
名
を
連
ね
て
い
る
人
は
、

１
回
は
傍
聴
参
加
を
す
る
こ
と

を
訴
え
ま
す
。

裁
判
で
の
原
告
の
訴
え
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
被
告
の
反
論

に
対
し
て
必
要
が
あ
れ
ば
反
論

し
て
い
く
と
い
う
状
況
に
あ
り

ま
す
。

裁
判
の
詳
細
な
報
告
や
準
備

書
面
等
に
つ
い
て
は
、
全
て
原

告
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
興
味
あ

る
箇
所
で
結
構
で
す
の
で
、
目

を
と
お
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

今
回
の
裁
判
で
大
き
な
争
点

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
志

賀
原
発
の
敷
地
内
断
層
に
つ
い

て
は
、
４
月

日
に
規
制
委
員

27

会
有
識
者
会
合
の
評
価
書
が
規

制
委
員
会
で
受
理
さ
れ
た
こ
と

で
、
原
告
と
し
て
は
活
断
層
問

題
に
つ
い
て
は
決
着
し
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
だ
が
、
北
陸
電

力
は
あ
く
ま
で
も
志
賀
原
発
の

再
稼
働
を
目
指
し
て
お
り
、
活

断
層
論
議
の
舞
台
は
適
合
性
審

査
の
場
と
し
て
、
裁
判
に
つ
い

て
は
引
き
延
ば
し
戦
術
で
法
廷

に
臨
ん
で
い
る
こ
と
は
見
え
見

え
で
す
。
原
告
の
準
備
書
面
に

対
す
る
ま
と
も
な
反
論
も
こ
れ

ま
で
出
し
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

裁
判
闘
争
勝
利
に
は
い
く
つ

か
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
や
は

り
何
と
言
っ
て
も
大
き
い
の
は

原
告
・
サ
ポ
ー
タ
ー
を
は
じ
め

と
す
る
再
稼
働
阻
止
・
原
発
廃

炉
の
意
気
込
み
と
県
民
世
論
で

す
。
よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、

法
廷
内
外
の
活
動
が
大
き
な
勝

訴
の
要
素
で
す
。

３
．

福
島
原
発
事
故
以
降

11

の
国
民
世
論
は
脱
原
発
で
す
。

し
か
も
、
当
初
よ
り
言
わ
れ
て

き
た
ト
イ
レ
な
き
マ
ン
シ
ョ
ン

の
問
題
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に

さ
れ
た
こ
と
。
原
発
が
な
く
て

も
国
民
生
活
に
何
ら
逼
迫
し
た

状
況
に
は
な
ら
な
い
こ
と
が
こ

の
５
年
間
で
証
明
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
電
力
会

社
の
言
い
分
も
、
安
定
し
た
電

力
供
給
よ
り
も
、
会
社
の
経
営

安
定
と
利
益
の
た
め
に
再
稼
働

を
進
め
て
来
て
い
る
こ
と
が
歴

然
と
し
て
来
て
い
ま
す
。

電
力
会
社
の
利
益
の
た
め
に

未
来
を
失
う
こ
と
な
ど
あ
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
し
ま
し

ょ
う
。
原
発
の
息
の
根
を
止
め

る
こ
と
に
は
大
義
が
あ
り
ま
す
。

闘
い
の
軌
跡＞

＜

６
．

戦
争
法
廃
止
！
憲
法
壊
す

19

な
！
県
民
集
会

６
．

沖
縄
慰
霊
の
日
報
告
会

23

７
．

日
米
合
同
演
習
反
対
集
会

25
小
松
基
地
正
面
ゲ
ー
ト
前
集
会

９
．

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
さ
よ
う

22

な
ら
戦
争
」
代
々
木
公
園
バ
ス
参
加

＜

当
面
の
日
程＞

◆

月

日

:

ピ
ー
ス
テ
ン

10

19

16

00

ト(

四
高
記
念
公
園)

八
団
体

◆

月

日

:

「1
0
.
2
1

国

10

24

18

15

際
反
戦
デ
ー
」
集
会

青
年
女
性

部

地
場
産
本
館

◆

月

日
と

日
志
賀
町
全

10

23

29

戸
活
断
層
チ
ラ
シ
入
れ

い
ず

れ
も
文
化
ホ
ー
ル
へ
９:

集
合

30

◆

月

日

:

「
戦
争
を
許

10

25

17

30

さ
な
い
！
」
街
宣

き
ら
ら

戦
争
を
さ
せ
な
い1

0
0
0

人
委
・
石
川

出
前
講
座

組
合
員
・

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｐ

ネ
ッ
ト
の
皆
さ
ま
へ

５
人
揃
え
ば
無
料
で
講
師

を
派
遣
し
ま
す
。
大
学
教

授
、
弁
護
士
な
ど
著
名
人
。

一
緒
に
、
反
戦
・
平
和
、
憲

法
、
脱
原
発
、
環
境
、
人
権

を
守
る
運
動
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。
賛
助
会
員
制
度

Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ
ネ
ッ
ト

Ｐ

会
員
募
集
中

年
会
費
３
０
０
０
円

◆

月
３
日

:

南
ス
ー
ダ
ン

11

13

00

派
兵
反
対
！
憲
法
改
悪
阻
止
！

集
会

県
憲
法
を
守
る
会

:

「
９
条
を
守
り
、
戦
争

14

00

す
る
国
づ
く
り
を
や
め
さ
せ
よ

う
！

」
集
会

歌
劇
座(

大
集
会

室)

講
師
北
村
肇
さ
ん(

週
刊
金

曜
日
発
行
人)

八
団
体

◆

月
８
日

:

「
戦
争
を
許

11

17

30

さ
な
い
！
」
街
宣

エ
ム
ザ
前

戦
争
を
さ
せ
な
い1

0
0
0

人
委
・
石
川

◆

月

～

日
憲
法
理
念
の

11

12

14

実
現
を
め
ざ
す
第

回
護
憲
大

53

会
（
富
山
市
）

◆

月

日

:

ピ
ー
ス
テ
ン

11

19

14

00

ト(

四
高
記
念
公
園)

八
団
体

◆

月

日
:

「
戦
争
を
許

11

22

17

30

さ
な
い
！
」
街
頭
宣
伝

金
沢

駅
東
口

□
最
新
情
報
は
Ｈ
Ｐ
に
て

～
編

集

後

記
～

○
沖
縄
で
は
米
軍
基
地
は
い
ら

な
い
と
、
全
基
地
撤
去
を
闘
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
闘
い
は
沖
縄

の
闘
い
で
は
な
い
、
ま
さ
に
私

た
ち
の
闘
い
で
す
。

○
安
倍
政
権
は
沖
縄
で
異
常
な

弾
圧
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
私

た
ち
は
弾
圧
に
負
け
な
い
ぞ
！

辺
野
古
、
高
江
に
基
地
は
造
ら

せ
な
い
ぞ
！

○
「
防
衛
費
」
を
人
殺
し
予
算

と
称
し
役
職
を
解
任
さ
れ
た
国

会
議
員
が
い
る
。「
キ
ル
！
キ

ル
！
キ
ル
！
」
と
叫
び
な
が
ら

訓
練
す
る
自
衛
隊
は
、
殺
人
部

隊
で
は
な
く
何
な
の
？

○
「
自
衛
隊
」
を

月
に
も
青

11

森
か
ら
「
出
兵
」
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。
戦
争
法
の
発
動
や

め
ろ
！

戦
争
す
る
国
へ
の

「
突
破
口
」
を
許
さ
な
い
ぞ
！

NT




